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飯舘惑星電波望遠鏡による木星シンクロトロン電波観測の初期結果と観測計画

Preliminary observational result of the Jovian synchrotron radiation with Iitate Planetary
Radio Telescope
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[序]

本講演では、飯舘惑星電波望遠鏡(以下、IPRT)における木星シンクロトロン放射の初期観測結果と今後の観測

計画について報告する。

IPRT は、木星放射線帯電子が放射するシンクロトロン放射(JSR)の観測を第一の目的として、福島県相馬郡飯舘

村に 2001 年に設置され、2002 年より受信機の開発及び設置を行ってきた。

木星放射線帯の、特に惑星半径の数倍までの領域は、木星の強い固有磁場に支配され、高エネルギー電子が安

定に捕捉される領域と考えられてきた。しかし、近年の JSR 観測より、数日～数週間に渡る 10数～数 10％の電波

強度の短期変動が同定され、磁気圏現象との関連、内部磁気圏のダイナミックス、並びに惑星磁気圏における電子

加速の観点から注目されている。

短期変動を引き起こすメカニズムはいくつかのモデルが提唱されているものの未解明であるが、地上からの電

波観測により、JSR の強度、スペクトル、偏波を計測する事によって、これらの観測量に反映される高エネルギー

電子の加速、輸送の情報を得る事が出来、木星内部磁気圏のダイナミックスを調べる事が出来る。

IPRT の様な単一鏡による観測は、JSR のスペクトル及び偏波観測より、放射線帯電子の速度分布の情報を得る

事が可能であり、特に、マシンタイムを確保できる事から、短期の時間変動を捉える上で極めて有効な観測手段と

なる。

[開発状況]

IPRT には、すでに前段受信機として 325MHz の低雑音受信機、給電器として平面リフレクタ付き半波長ダイポー

ルを設置し、性能試験観測を実施してきたが、2002 年の秋から冬にかけて、指向性整形素子を用いた新しい給電

器と、電波の絶対強度を測定する後段受信機を開発、作成した。新しい給電器は半波長ダイポールに指向性整形素

子を付加したもので、電波暗室での実験、及び標準較正天体の観測から IPRT の開口能率を評価した結果、これま

での 50%から 70%への向上が認められ、一般の電波望遠鏡と同等、あるいは凌ぐ性能が得られた。給電器開発の詳

細については、工藤他の講演で報告される。

[JSR 初期観測・観測計画]

2003 年 2月に、新たに開発した給電器を IPRT に設置し、木星並びに較正天体の観測を実施した。観測データの

初期解析の結果、JSR の強度は約 5Jy と得られ、これまでの観測により知られている値と矛盾のない結果となり、

JSR 観測に対し、所定の性能が得られている事が示された。

今後は、JSR の観測に最適な観測手法を確立し、連続観測を 2003 年の春より開始すると伴に、木星放射線帯電

子のピッチ角分布を反映する偏波計測システムの立ち上げを行っていく予定である。


